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令和８年度道徳教育全体計画

各教科・科目

諸法規

保護者の願い

学校番号 中等３ 学校名 茨城県立古河中等教育学校

校訓

地域社会との連携

学校の教育目標

道徳教育重点目標

特別活動

公民科

学級活動・ホームルーム活動

公共

家庭との連携

生徒の実態

地域の実態

生徒指導

保
体

理
科

数
学

地
歴

国
語

健康・安全の知識や様々な
運動の実践を通して、体力
の向上を図り、明るく豊かな
生活を送る力を養う。

様々な文章を読み、理解す
ることにより、思考力を伸ば
し、心情を豊かにする。

生活に必要な知識や技術を
習得させるとともに、家族や
家庭、社会の意義について
考える力を養う。

情報及び情報技術を活用す
る知識と技能を習得すること
によって、情報に対するモラ
ルやマナー、考え方を養う。

自然に対する関心や探究心
を深め、科学的な自然観を
養い、日常生活に積極的に
活用する態度を育てる。

数理・論理的な考え方を養う
ことによって、様々な場面に
おける的確な判断力を養う。

専
門

情
報

家
庭

外
国
語

総
合
的
な
探
究
の
時
間

芸
術

芸術の幅広い活動を通し
て、感性を高め、豊かな情操
を養い、道徳性の基礎を培
う。

我が国及び世界の国々の歴
史や文化を正しく理解するこ
とにより、広い視野を養う。

探究の見方・考え方を働か
せ、横断的・総合的な学習を
行うことを通して、自己の在
り方や生き方を考えながら、
よりよく課題を発見し解決し
ていくための資質・能力を育
成する。

〇日本国憲法
〇教育基本法
〇学校教育法
〇学習指導要領
〇県教育目標
〇学校教育指導方針

Create　the　Future　～未来を創造しよう～
「創造」　「挑戦」　「貢献」

〇好奇心が旺盛な生徒が多く、
探究心や様々なことに興味・関
心をもつ生徒が多い。
〇体験学習や異年齢集団を活
用した生徒の自主的活動、海
外を含めた語学研修など多彩
な学習活動に取り組んでいる。　豊かな心と確かな人間性を兼ね備えた次代のリーダー

育成を目指す。

〇志望大学の進学が果たせる高
い学力と地域のリーダーになれる
豊かな人間性を身につける。
〇知・徳・体のバランスのとれた教
育の充実を図る。

（生徒会活動）
〇生徒によって組織された生徒会活動において、学
校生活の充実や改善・向上を図ろうとする自主的、実
践的な態度を養う。
〇学校行事、ボランティア活動等への取り組みを通し
て、協力の精神を養うとともに、愛校心や学校への所
属感を高め、生徒一人一人の自己有用感や自己肯
定感を高める。

〇学習を通じて、現代社会の諸課題についての基本的な
知識を身につけるとともに課題の解決のために主体的に
考え判断する能力を身に付ける。社会課題に対する見
方、考え方は様々あり多面的であることを踏まえ、生徒が
自分で考え対話を通じて合意形成を目指し、公共的存在
としての能力を養う。
〇さまざまな社会問題を身近な話題に引き付けて考える
テーマ学習を豊富に設定することで、主体的、対話的な授
業を行い、生徒の社会参画の意義や他者と協働してより
よい社会を築く「公共の精神」を養う。

〇心の教育の充実に努める。
〇服装をきちんとさせるなど、
規範意識の向上に努める。
〇基本的生活習慣の確立に努
める。
〇安全で有意義な学校生活の
充実に努める。
〇スマホ・ネットの安全利用や
薬物乱用防止教育の充実に努
める。

〇道徳教育の意義やねらいに
ついて様々な機会で伝えるとと
もに、ＰＴＡの活動等とも連携し
た取り組みを展開していく。
〇ホームページから、道徳教育
の全体計画等、道徳教育に関
する情報を発信する。

〇本校前期課程や地域の小中
学校と連携し、特別の教科道
徳の授業参観などを通じて研
修に努める。
〇地域人材をゲストティー
チャーとして効果的に活用す
る。
〇郷土を愛する心を育む道徳
教育を推進する。

〇生徒全員が協働して取り組む必要性のある話題
から議題を選定し、合意形成や意思決定を図る活動
を取り入れ、よりよい集団生活が送れるようにする。
〇生徒同士が互いに尊重しあう温かい人間関係を築
くための話合い活動を充実させ、いじめや不登校な
どの未然防止に努める。
〇望ましい自己実現を図るための適正な進路指導を
するとともに、自主的に進路選択する能力を養う。

　県西地域のリーダー育成を担
う6年間の中高一貫校として期
待されている。

〇基本的生活習慣を確立し、節度を守り節制に心掛け、心身の調和のある生活の実現に努
める。
〇自主自立の精神を高め、正しく物事を判断し、誠実に実践し、その結果に責任をもつ。
〇他の人々の立場を尊重し、感謝と思いやりの心をもって接する。
〇生命の尊さを深く理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
〇学校の一員としての自覚と責任をもち、教師や学校の人々に尊敬と感謝の念を深め、よき
信頼関係を基に、よりよい校風を築く。

言語や文化に対する関心を深
め、異文化を理解し尊重する態
度や積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度を育てる。


